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九州農試(筑 後)の 予察灯で記録されたウンカの種類と誘殺虫数(1966～1975)

岡田 忠虎 ・平尾重太郎(九 州農業試験場)

Delphacid planthoppers caught by a light trap at Chikugo, Fukuoka, during 1966-1975.

Tadatora OKADA and Jutaro HIRAO (Kyushu National Agricultural Experiment Station, 

Chikugo, Fukuoka 833)

During 1966-1975, 38 species of delphacid planthopper including 1 unidentified species 

in 26 genera were caught by the standard light trap, 60W bow-frosted bulb with double 

filament, operated in rice fields at Chikugo, Fukuoka. The average number of individuals 

of the delphacids per year ranged from 0. 1 to 6,216 for the various species. Among the 

species, 92.9 % of the catch was composed of 10 species, including 3 rice planthoppers: 

Nilaparvata lugens 23. 0 % (top), Sogatella furcifera 10. 4 %, and Laodelphax striatellus 

3.7 %, while in 8 species there were only a few individuals during the 10-year period. 

Among the species indigenous to wild grasses, Harmalia albicollis ranked first, account-

ing for 20. 3 %, followed by Saccharosydne procerus 10.7 %. In addition, 6 species in 3 

genera were recorded only by a sweep net.

予察灯で誘殺される昆虫は,種 類 ・量ともウンカ ・ヨ

コバイ類が最 も多い。九州農試予察灯の調査対象はイネ

害虫であるが,と くにウンカのなかにはイネ加害種 と一

見形態的に酷似した種もあり,ウ ンカの調査では種の識

別に習熟しておく必要がある。

九州農試(筑 後)で は1955年 以降予察灯で誘殺 された

ウンカについて,種 ごとに日別の誘殺虫数を記録 してお

り,1955～1961年 の調査結果については,す でに奈須ら

(1965)が 種名 と主要種の誘殺消長を報告している。 本

報では1966年 か ら10年間の調査結果を述べる。

本文に先だち,調 査に協力された元虫害第3研 究室職

員橋本 ミドリ氏並びに非常勤職員島津道子氏に厚 くお礼

を申しあげる。

調 査 方 法

予察灯は水稲害虫発生予察用の標準型(60W,二 重 コ

イル)で 以前から場内ほ場に設置されている。予察灯周

辺の約半分は水稲,1/4は 畑地で夏期には青刈大豆が,

冬期には麦類が栽培され,残 る1/4は 建物 とその周辺の

雑草地で,比 較的単純な植生である。1973年 ころ予察灯

から約70m及 び100mの 地点に水銀灯が設置されたので,

周辺の照明条件は調査期間の10年 間必ずしも同一ではな

い。なお,調 査対象はウンカ科(Delphacidae)に 限っ

た。

結 果 及 び 考 察

結 果 は10年 間の 総 誘 殺虫 数 順 に配 列 し,第1表 に 示 し

た。 予 察 灯 で は種 名 が 明 らか な もの26属37種 と種 名 未確

定1種,計26属38種 が 記録 され た。 以 上 の ほ か,筑 後 地

方 で 草 地 の ス ィー ピ ング な どで採 集 され た の は,下 記 の

5属6種 で,い ず れ も個 体数 は少 な か った 。 これ らの う

ち シ ロオ ビ ウ ンカは通 常短 翅 型 なの で(岸 本,1971),

予 察 灯 で は誘 殺 され なか った で あ ろ う。

タテ ゴ トウ ン カ Falcotoya lyracforinis

コ ブ ウ ン カ Tropidocephala brurznipennis

ク ロ コブ ウ ン カ T. nigra

ナ カ ノ ウ ン カ Muclleriaraclla fairnaairci

エ サ キ ウ ン カ Dicarraotropis esakii

シ ロ オ ビ ウン カ Unkanodes albifascia

以 上 の6種 を含 め ると,筑 後地 方 で は種 名 確 定 種 は29

属43種 とな る。 同属 種 で 最 も 多 い の は セ ジ ロ ウ ンカ属

(Sogatella)と ナガ ウ ンカ属(Stenocranus)の そ れ ぞ

れ5種,次 い で トビイ ロ ウ ンカ属(Nilaparaata)の 種

名 未確 定 種 を含 む4種 で あ る。 な お,第1表28番 は 奈須

(1960)が 報 告 した もの と同 一 種で あ る。

わが 国 の ウ ンカの 種類 につ い てMOCHIDA & OKADA

(1971)の 総説 に よ る と,種 名 確 定種 は41属94種 で あ る。

地 方 別 の発 生 種(種 名確 定 種 に 限 る)を 奈 須 ら(1965)の

報 告 に よ り と りま とめ る と,第2表 の と お りで あ る。 広

島県(福 山)以 外 の5県 の 結果 は,1950年 代 の 約10年 間

セ ジ ロ ウ ンカ及 び トビイ ロ ウ ンカの越 冬 調 査 と関連 して1)現在中 国農業試験場
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第1表九 州 農 試 の予 察 灯 で 記録 さ れ た ウ ン カの 種類(Delphacidac)

と 誘殺虫数(1966～1975)

a:学 名は原則 として文献5)に よったが,1)及 び4)で 補足修正 した。

b:ナ ガ ラガワウンカ(11)に は同 属 の2種の 混在 を確認 してい るか,こ こでは区別 しなか った。

調べられた ものである。それぞれの県内で数個所の予察

灯はもちろんのこと,広 く草地や山野なども調査された

ようで,60～80%の 種 は予察灯でも誘殺されたとしてい

る。広島県(福 山)の 記録は平尾(1972)に よるもので,

37種 の うち4種 は予察灯以外で採集されている。

第2表 によると,1地 方の発生種は北海道でやや少な

目のほかは大差なく,30～40種 の範囲である。次に,筑

後 と他の地方で種の異同についてみると,北 海道では50

%,他 の地方では70～80%が 筑後と共通種で,そ の割合

は 意外に 高 い。

年 平均 で みた 誘 殺 虫数 は トビイ ロ ウン カが最 も多 く,

その ほ か イネ害 虫 の セ ジ ロ ウン カ及 び ヒメ トビ ウン カ も

上 位に あ り,こ れ ら3種 で総 虫 数 の37%を 占 め てい る。

種 類 や誘 殺 虫数 に は 当然 予 察 灯 周辺 の植 生 の影 響 が 大 き

い と思 わ れ る。 シ ロ ウズ ウン カが 多い の は,1962年 こ ろ

以 降本 種 の寄 主 で ある ギ ョウギ ョウシバ(別 名 は コ モ ン

バ ー ミュー ダ また は テ ィ フ トン シバ)が 構 内 や農 道 に 栽

植 され てい る こ と,ま た ホ ソ ミ ド リウン カに つい て もマ
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第2表 ウ ン カ(Delphacidae)の 地 方 別 記 録 種

a:広 島(福 山)は 文献1),福 岡(筑 後)は 第1表 及び予察灯

以外で採集 された6種 を含み,他 は文献6)に よる。

コモが近辺の水路に多いことなど,周 辺の植生が反映し

た結果であろう。38種 のうち22種 は毎年予察灯で誘殺さ

れたが,約10種 は1～3年 程度誘殺されたにすぎず,当

然誘殺虫数もきわめて少なかった。これら約10種 は付近

のスイーピングで も採集されないことから,少 なくとも

予察灯近辺の雑草には生息せず,何 らかの要因で偶然に

まぎれ込んだものと思われる。

奈須ら(1965)は これと同じ予察灯で1955～1961の 誘

殺 結 果 を報 告 し てい る。 そ れに よる と誘 殺 され たの は34

種 で,個 々 の種 に つ い て も筆 者 らの それ とほ とん ど 同 じ

で あ る。主 要 種 の 誘殺 数 を比 較 して み る と,以 前(1955

～1961)多 くて 近年(1966以 降)少 な 目 なの は トビ イ ロ

ウ ン カモ ドキ,ホ オグ ロ ウン カ,反 対 の 場合 は前 記 の シ

ロ ウズ ウン カが あげ られ る。 す なわ ち,種 及 び誘 殺 虫 数

は 以前 に比 べ,二,三 の 種 を除 きと くに 大 きな変 動 は み

られ ない 。
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